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短報

東京都中央市場に入荷された富山湾産

ホタルイカの旋尾線虫幼虫寄生状況について

加藤桂子'）影井昇り力武廉太郎2）水谷浩志2）北村隆志2）

(掲載決定：平成５年12月22日）
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旋尾線虫幼虫による皮膚爬行症患者は最初Kagei

(1991）により報告された後，高橋ら（1992)，岡崎ら

(1992)，藤平ら（1992)，影丼（1993)，赤尾ら（1993)，

長谷川ら（1993）によって相次いで報告された。それら

症例の多くはその発症前にホタルイカ［Watasema

scmtiZZα"ｓ（Berry，1911)］を生食しており，患者も

ホタルイカの漁獲シーズンの３月から６月に集中し，多

発している事が報告されている（影井，1993)。それら

の患者から見出された虫体断端像は先にHasegawa

(1978）がスケトウダラより採集し，旋尾線虫Type-X

として報告した虫体断端像にほぼ一致している。更に同

一幼虫はホタルイカからも検出されており（Ａｎｄｏｅｔ

ａＺ.，1992；ＳｈｉｎｏｚａｋｉｅｔａＺ.，1993；ＯｋａｚａｗａｅｔａＺ.，

1993)，人への感染源がほぼ解明されるに至ったが，そ

の虫体の属種名は未解決である。

本幼虫の人体感染については大鶴ら（1974）によって

２例の腸閉塞症の患者から既に報告されており，その

後ＫａｇｅｉｅｍＺ（1992）並びに松田ら（1993）によって

も，腸壁への感染例が追加された。更に本幼虫の尾端が

病理標本用パラフィンブロックから（ShinozakietaZ.，

1993）と，全虫体が前眼房（ＣｈｕｎｇｅｔａＺ.,1993）から

も見出されている。このように本幼虫は皮膚並びに内蔵

幼虫移行症の両病の原因虫となる事が明らかとなり興味

がもたれるに至った。しかもこれらの旋尾線虫症患者の

発生はホタルイカの産地である富山湾を中心にした地方

にとどまらず，各地から報告されている。日本人の生食

習慣と，近年における生鮮魚輸送技術の発達によって産

地以外の都府県へも生きたままでの輸送が行われるよう

になったため，都市部での患者発生が見られるようにな

り，今後他の県での患者発生もあるものと考えられる。

そこで，著者らは東京都中央卸売り市場に入荷される

ホタルイカにおける旋尾線虫幼虫についてのサーベイラ

ンスを行い，今後の予防対策の資料にせんとした。

調査はホタルイカの捕獲シーズンである平成５年３月

～６月までの期間，月２回（上，中旬)，１回分として

100尾を東京都中央卸売り市場で入手し，その10～11尾

を１グループとしてその内蔵のみを取り出しハサミで細

切後ペプシン消化法（影井，1990）で消化し，その沈濱

を実体顕微鏡で観察しながら虫体の採集を行った。

調査結果は表１に示すように，総数973尾のホタルイ

カから７隻の旋尾線虫幼虫を見出した。今回検査を行っ

た各群（10-11尾）中に幼虫が２隻以上見出された群は

全く見られなかった事から，１尾のホタルイカには1隻

の幼虫が寄生していたものと考え，その寄生率は0.72

(0-2.4）％と計算された。

検出虫体は体長7.21-9.39mm，体幅0.09-0.12mmで頭端

には２つの口唇を有し，長さ0.58-0.76mmの筋性の食道

に続いて4.33-5.03mmと極めて長い腺,性の胃がみられた。

排泄孔（0.23mm）は神経輪（0.17-0.19mm）よりやや後

方に開いている。尾長は0.10-0.12mmで，次第に細くな

るが尾部先端は鈍円に終わり，その先端に長さ10-14

ﾉＵｍの２つの突起が見られた。以上の形態はHase‐

gａｗａ（1978）により旋尾線虫Type-Xと同定され，

その後ＡｎｄｏｅｔａＺ．（1992)，ShinozakietaZ．（1993)，

OkazawaetaZ．（1993)，ChungetaZ．（1993）がホタ

ルイカおよびヒトから見出した幼虫体と同一であると考

えられた。

各調査時期別にその幼虫の感染率を見ると必ずしも時

期による規則性がなく，0-2.4％の範囲の感染率を示し
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む魚類は本虫のparatenichostと考える方が妥当で，

本幼虫は先のAsca7ophis属線虫とは考えにくい。

今後は哺乳類並びに板鯛類の調査により，人体寄生の

旋尾線虫の種類の解明を行いたい。

TablelResultsofsurveyofspiruridnematodelarvaeinfec-

tioninfireHysquids,Ｗｑｒｄｓｅ"/αscj"ﾉﾉﾉﾉα"S(Berry，

1911）fromToyamaBay

No.(％)ofsquidsTotalno、
withlarvaeoflarvae

No.ｏｆｓｑｕｉｄｓ
ｅｘａｍ．

Ｄate

ホタルイカに関する種々の資料を提供していただきま

した富山県水産試験場の林清志博士に深甚の謝意を表し

ます。

本報告は第53回日本寄生虫学会東日本大会で報告した。
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た。この感染率のばらつきは検査母数が小さいことと，

調査期間毎，および採集地におけるホタルイカの群れに

よるものと考えられた。少なくとも東京都中央卸売り市

場に入荷されるホタルイカには，人への感染1性を有する

旋尾線虫Type-X幼虫の寄生が見られ，確率は低いも

ののその生食は必ずしも安全とは言えないことが明らか

にされた。

ホタルイカの生態については未だ不明な点が多く，現

在解明されているホタルイカの生態のみで本虫の生活環

並びに感染ルート，種の解明を行う事は困難である。ホ

タルイカ自身の食性については，僅かに富山県水産試験

場（1982）での調査報告があり，ホタルイカの消化管か

らは動物性プランクトンの僥脚類を主体に，その他オキ

アミ類が見出される事が報告されている。オキアミから

は旋尾線虫類Asca7ophissp・幼虫の報告が見られる

(ShimazuandOshima，1972；影井，1979)。計測値

ではオキアミ内の幼虫は極めて小型であるが，全長に対

する食道，胃，尾長の比はType-Xと極めて類似して

いる。ただ唯一の特徴である尾端に見られる２つの突起

はオキアミからの幼虫では報告されていない。

Asca7ophis属線虫であるならば終宿主は魚類という

事になる。

一方，ホタルイカが何に食べられるかについては，銚

子産小型ツノザメ類（馬場ら，1987)，三陸沖オットセ

イ（和田，1971)，スケトウダラからの報告（富山県水

産試験場，1982）がある。本幼虫はスケトウダラから最

初に見出され報告されたものであり，スケトウダラを含
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PARASITOLOGICAL SURVEY OF SPIRURID LARVAE FROM FIREFLY SQUIDS,

WATASENIA SCINTILLANS (BERRY, 1911), MARKETED AT

TOKYO METROPOLITAN WHOLESALE MARKET, TOKYO, JAPAN

Keiko KATO1}, Noboru KAGEI0, Rentaro RIKITAKE2),

Hiroshi MIZUTANI2) and Takashi KITAMURA2)

1department of Parasitology, National Institute ofHealth,

Toyama 1-23-1, Shinjuku-ku, Tokyo 162, Japan
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After the first report (Kagei, 1991) of subcutaneous larva migrans caused by the spirurid larva, some cases of

cutaneous and visceral larva migrans due to the same larvae have been found in various area in Japan. Almost all of these

patients had eaten the firefly squids, Watasenia scintillans, before becoming ill with larva migrans. The spirurid-larvae

were readily identified as so-called "Spiruroid type-X larva" (Spirurina, Nematoda) of Hasegawa (1978), based on the

measurements and morphological characteristics of larvae. Therefore, we examined for the presence of spirurid larvae

(Spirurina, Nematoda) in the firefly squids marketed in the Tokyo Metropolitan Wholesale Market.

1) Almost firefly squids were caught in Toyama Bay during the period from March to June, when they flock together.

2) During that period the infection rates for spirurid-nematode larvae in squids were 0.72 (0 to 2.4)%.

3) Spirurid-larva can be killed by either heating or freezing, so people had a chance of infection exclusively from

March to June, when those squids are shipped fresh from Toyama-Bay to Qther prefectures including Tokyo. And

now the spirurid-larva infection in human by eating fresh squids has occurred in various areas. The human

infection by spirurid-larva inside and outside of Toyama and Ishikawa prefectures may not be improved

unless the present food-marketing system is changed.




